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１．現状と課題

２．目指すべき将来像

３．将来像の実現に向けて
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※事業の推進方針は、前年度の事業評価書に基づいて記載しています。（Ａ…拡充　Ｂ…継続　Ｃ…縮小　Ｄ…廃止）

公共交通対策事
業費

地域振興課
南知多町地域公共交通網形成計画に基づき、町民の通勤・通
学・通院などの日常生活を支える公共交通の維持・活性化を
図ります

115,304 107,725 Ｂ P63 P169

小学校一般管理
費

学校教育課 小学校施設の適切な維持管理に努めます 60,598 68,675 Ｂ P33 P284

交通安全推進費 防災安全課
交通安全意識の高揚を目的に、交通安全の広報、啓発活動及
び交通弱者の交通安全教育など、交通安全の推進活動を実
施します

1,559 1,620 Ａ  P136

離島振興費 地域振興課
国や県と連携し、篠島・日間賀島住民の生活の安定と福祉の
向上を目的に離島振興を図ります 18,732 30,939 Ｂ P60 P166

基本目標 安心できるまちづくり

基本施策 暮らしを支える地域公共交通

町内を移動する公共交通は路線バスのほか、島民の通勤・通学には定期航路が利用されています。通勤・通学
や高齢者の移動手段として不可欠な、バス・航路の維持、利便性の向上が課題となっています。

鉄道、バス及び海上交通等の利便性の向上と利用促進を図り、生活に不可欠な移動手段が十分に確保される
ことで、町民が住み続けたいと思えるまちづくりを目指します。

・自動車を運転できない高齢者の増加や、潜在利用者のニーズの変化に合わせ、運行ルートや時間帯、バス停
留所等を見直していきます。
・駐車場など、利用者の利便性に大きく影響する周辺環境の改善に取り組みます。
・自動運転などの先進技術の導入、環境に配慮した車両等の導入、地域による公共交通、路線の再編等につい
て、財政負担を抑えつつ、町民や観光客の需要に応じた移動手段を確保・充実する方法を検討します。
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６．町民意識調査によるニーズ等

７．管理指標（ｐｔ）　町民意識調査による満足度

８．評価委員会の総合評価

５．地域との協働に関する取組み状況
○公共交通機関を積極的に利用する。（個人）
○運転手等の担い手がやりがいを持って働けるよう、感謝の気持ちやねぎらいなどを伝える（個人）。
○バス停周辺の除草、清掃を行う。（個人・事業者）。

自由記述意見から実現の可能性が高い又は条件によっては実現可能な提案等に関する記述のみを抜粋【関連する主な予算事業の番号】
①観光船は島民にとっては必要な移動手段なので、もう少し安く。【2】
②定期船の交通費が高すぎるので安くしてほしい（補助）【2】
③子育てサポートバス、タクシーがあったら良い。町内も大事だが、外に働きに出やすいように南知多道路（高速道路）を町民が使い放題とか専用通勤定
期などがあると、町外へ引っ越さずここに残ります。
④半田の高校へ通うのに、バスの時間がないから朝練・朝学に参加できないと聞いた。ここで子育てするのを不安に思うし、他の人が思わないようなこと
が少なすぎる。クラス替えが無いなど、人が考えなくても良いものが悩みになっていて悲しい。【3】
⑤船の料金が高い。時間に追われて不便。師埼の立体駐車場も観光客も増えれば渋滞にもなり船に乗りたいのに乗れない状態。島民にとって船は生活
航路ですからとても大事です。島民にあんなに運賃頂いて、陸の方は何か同様なことはありますか？【2】
⑥学生や高齢者が利用しやすくするため、住宅密集地にバス停を増やす。理想は師崎地区まで鉄道開通してほしい。
⑦船は両島民の生活路なので、料金をもう少し下げてほしい。高校生の船代も、国からの補助金内でまかなえるくらいまでにしてほしい。便数も少ない乗
客数の時間帯の部分を夜の方に回し、終便をもう少し遅い時間にならないか。（前回試験的に実施したのは効果なしだったのか）
⑧名鉄内海駅にエレベーターを設置してほしい！（もしくはエスカレーター）高齢化社会には不可欠。
⑨バスはなかなか乗らない。本数が少ない。【3】
⑩バス停の見直しが必要と感じている。40年も前と同じところにバス停があっていいのだろうか。観光施設を利用しやすくしたり、公共施設に重点を置かな
くていいのだろうか。観光の町のはずなのに。【3】
⑪名鉄が高すぎる。乗車が少ない。知多新線を安くするよう町からも提言してほしい。そうしたら観光客も電車に乗る→バスを使うだろう。住民だけでバス
利用を増やすのは難しいと思う。（名鉄×バス割引切符など）
⑫島の人だけが船の助成があるより全町民に助成があれば、豊浜、師崎地区の住民も島に今より気軽に行けるのでは。コミュニティバスを便数増やす
か、個性的な車にするのはどうか。トゥクトゥクのようなオープンカー（観光用）など。
⑬老齢化する南知多にとって交通手段は死活問題。バス停のイス設置、バスや電車との接続を望む。【3】
⑭個人としては自転車とバスしか手段がない。バスと電車の接続を利便よくすること。内海駅はエレベーター設置（緊急）、島への交通費補助の増設、通
学・通勤で島の住民の生活を保障する。【3】
⑮島民は船代免除か橋を作ってほしいです。片名に駐車場があるので、そこまでの交通も不便です。
⑯町としても、町民としても費用と効果や便利さを考えれば、公共交通は赤字間違い無し。ターゲットを高校生にしてほしい。高校の朝部活や朝補習に参
加させてあげてください。【3】
⑰東南アジアからの実務研修生が、バス停の時間割が読めずに困っていました。一部分だけでも英語表記の時刻表があったらいいかと思います。【3】
⑱1時間に1本しかないバスは大変使いづらい上に、行きにバスを利用しても、夜遅いバスがないため帰れなくなるので、結局使えずにおり、不便さは変わ
らない。終電でも乗れるバスがなくて使えない。終電でも乗れるバスがほしい。バスが使えないのならせめてタクシーの助成等あると助かる。しかし、タク
シーも呼んでも来てくれるかわからない時があり帰れるか不安で、あまりあてにできないため、バスがあった方が安心できる。また、今はわからないが、以
前バス停にいても気づかれずスルーされたことがあるので、1時間に1本でそれでは使えない。【3】
⑲駅から家まで歩いて帰れない距離に家がある人が多いので、夜遅く、終電後までバスがあって、1時間に何本もあると実用性がある。送り迎えがなくなれ
ば家庭も楽になり住みやすい町になる。観光客にとっても、1時間に何本もあれば、電車で来ても遠いところまで足を運びやすくなる。
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